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②いいだ市議会だより231号令和 5.1.16

令和４年

第4回
定例会
11月22日
〜

12月16日
開 催

　

第
４
回
定
例
会
開
会
日
に
、
執
行
機
関
か
ら
「
飯

田
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
案
件
12
件
、「
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
な
ど
一
般
案
件

８
件
、「
令
和
４
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
案
」
な
ど
予
算
案
件
６
件
の
計
26
件
の
議
案

の
上
程
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、12
月
７
日
に
は
、「
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」
な
ど
一
般
案

件
２
件
の
上
程
が
あ
り
、
今
定
例
会
で
は
全
28
件
の

議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
所
管
す
る
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
最
終
日
に
全
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の
施
設
（
普
通
地
方
公
共

団
体
が
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ
て
そ

の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
設
け
る
施
設
）
の
管
理
・
運

営
を
、
株
式
会
社
や
営
利
企
業
・
財
団
法
人
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
法
人
そ
の
他
の
団
体
が
有
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
施
設
の
設
置
目
的
を
効
果
的

に
達
成
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

飯
田
市
で
は
、「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
指
定
管
理
者

の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
の
選
定
を
行
い
、
議

請
願
の
審
査

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

会
の
議
決
を
経
て
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
次
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
を
議
決
し
ま
し
た
。

▼
飯
田
市
上
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
﹇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
わ
だ
の
家
（
５
年
間
）﹈

▼
飯
田
市
地
域
資
源
総
合
管
理
施
設
天
龍
峡
活
性
化

セ
ン
タ
ー

　
﹇
株
式
会
社
実
り
や
（
３
年
間
）﹈

▼
飯
田
市
大
平
宿
生
活
原
体
験
施
設

　
﹇
株
式
会
社
南
信
州
観
光
公
社
（
３
年
間
）﹈

▼
飯
田
市
上
村
若
者
セ
ン
タ
ー

▼
飯
田
市
上
村
し
ら
び
そ
高
原
施
設

▼
飯
田
市
上
村
大
島
河
原
河
川
公
園

▼
飯
田
市
上
村
農
産
物
直
売
施
設
上
村
特
産
品
直
売
所

▼
飯
田
市
上
村
農
産
物
直
売
施
設
は
ん
ば
亭

▼
飯
田
市
上
村
農
産
物
直
売
施
設
村
の
茶
屋

▼
上
村
農
産
物
加
工
施
設

▼
上
村
ま
つ
り
伝
承
館
「
天
伯
」

▼
上
村
山
村
ふ
る
さ
と
保
存
館
「
ね
ぎ
や
」

　

以
上
９
施
設
﹇
株
式
会
社
大
空
企
画
（
３
年
間
）﹈

▼
飯
田
市
上
村
簡
易
宿
泊
施
設
高
原
ロ
ッ
ジ
下
栗

　
﹇
合
同
会
社
チ
ロ
ル
ジ
ャ
パ
ン
下
栗
（
３
年
間
）﹈

▼
飯
田
市
南
信
濃
簡
易
宿
泊
施
設

▼
飯
田
市
南
信
濃
広
場
等
利
用
施
設

▼
飯
田
市
南
信
濃
陶
芸
館

▼
南
信
濃
八
重
河
内
特
産
物
加
工
施
設

　

以
上
４
施
設
﹇
青
崩
会
（
３
年
間
）﹈

▼
飯
田
市
南
信
濃
森
林
林
業
情
報
発
信
施
設

　
﹇
遠
山
郷
観
光
協
会
（
３
年
間
）﹈

▼
飯
田
市
南
信
濃
夜
川
瀬
特
産
物
加
工
施
設

　
﹇
遠
山
郷
や
ら
ま
い
会
（
３
年
間
）﹈

▼
飯
田
運
動
公
園
プ
ー
ル

　
﹇
株
式
会
社
フ
ク
シ・エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
５
年
間
）﹈

▼
飯
田
市
旧
小
笠
原
家
書
院
・
小
笠
原
資
料
館

　
﹇
三
穂
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
５
年
間
）﹈

　

な
お
、
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
、
当
初
予
算
案
と
し
て
審
査
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
請
願
の
要
旨
】

　
「
国
に
対
し
、
再
審
制
度
の
速
や
か
な
改
正
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
」

　

審
査
の
状
況
は
、
総
務
委
員
会（
８
ペ
ー
ジ
）で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

しらびそ高原施設

飯田運動公園プール



令和４年

第2回
臨時会
11月7日
開 催

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
対
策
事
業
第
15
弾
に
関
連
す
る
令
和
４
年

度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
案
の
審

議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

３
件
の
専
決
処
分
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症緊急対策事業第15弾
―コロナ禍における電力・ガス・食料品等の価格高騰等への対応―

①
個
人
へ
の
支
援﹇
２
事
業
﹈７
０
３
、１
３
４
千
円

▼
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
世
帯
へ
の

国
・
県
・
市
に
よ
る
緊
急
支
援
給
付
金
等

の
支
給

▼
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
へ
の
子
育
て
応
援
給
付
金
の
給
付

②
事
業
者
等
へ
の
支
援﹇
３
事
業
﹈１
２
３
、５
８
８
千
円

▼
き
の
こ
生
産
者
へ
の
事
業
継
続
支
援

﹇
き
の
こ
生
産
者
燃
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
事

業
補
助
金
の
交
付
﹈

▼
社
会
福
祉
事
業
者
へ
の
経
営
安
定
支
援

﹇
社
会
福
祉
施
設
等
原
油
価
格
等
物
価
高
騰
対

策
事
業
補
助
金
の
交
付
﹈

▼
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
支
援
を
通
じ

た
障
が
い
者
等
の
移
動
手
段
の
確
保

③
感
染
予
防
対
策﹇
１
事
業
﹈１
８
２
、２
１
７
千
円

▼
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

　

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
㈬
か
ら
10
月
７
日
㈮
ま
で
の
間
に
、

市
内
14
会
場
で
開
催
し
た
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
に
は
、
５
０
９
人
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
が
記
録
し
た
ご
意
見
等
と
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
が
記
入
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
ご
意
見
等
を
合
わ
せ
、
５
９
７
件
の
ご
意
見
・

要
望
等
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
等
を
各

常
任
委
員
会
で
精
査
し
、
今
年
度
末
に
作
成
す
る

委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
報
告
書
に
も
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
議
会

報
告
・
意
見
交
換
会
の
内
容
に
つ

い
て
、
約
６
割
の
方
か
ら
「
分
か

り
や
す
か
っ
た
」
と
の
回
答
を
い

た
だ
く
一
方
で
、
３
割
の
方
か
ら

は
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
と

の
回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

今
後
の
開
催
方
法
等
工
夫
を
し
て

い
き
ま
す
。

いいだ市議会だより231号令和 5.1.16③

「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」
で
多
く
の

ご
意
見
・
要
望
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た

597件の意見・要望等の分類
①～⑥に分類し、「回答を行う」としたものは、まちづくり
委員会へお伝えしていきます。

①委員会として調査・研究（問題分析）
を行うもの 219件

238件

0件

5件

28件

107件

⑥その他（市議会として聞き置くことと
するもの）

②予算要望等に関するもの

③早急に回答を行うもの

④年度内に回答を行うもの

⑤市へ伝えておくべきもの

【第１分科会（総務委員会）】
「地域自主防災体制」をテーマに意見交換

【第２分科会（社会文教委員会）】
「健康寿命の延伸」をテーマに意見交換

【第３分科会（産業建設委員会）】
「飯田への人の流れ」をテーマに意見交換



④いいだ市議会だより231号令和 5.1.16

令和４年第４回定例会の代表質問と
一般質問の概要を紹介します。

▶質問順に掲載
▶末尾の■は、他の質問項目
▶質問の様子は、YouTubeで動画配信して
　います。

市政を市政を市政を市政を
問う問う問う問う

市長の市政運営と予算編成方針に関して
～市民を巻き込み、一体感を持って目標に臨めば笑顔になれる～

市
長
の
政
治
姿
勢
で
あ
る
対
話

に
よ
り
進
め
る
こ
と
と
、
即
刻

決
断
に
よ
り
進
め
る
こ
と
は
効
率
の
観

点
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

災
害
時
、
緊
急
時
に
お
い
て
は
即

断
即
決
と
い
う
場
面
も
あ
る
が
、

一
般
的
に
は
庁
内
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

最
終
的
に
議
決
を
得
て
実
行
に
移
す
と

い
う
民
主
主
義
と
い
う
仕
組
み
の
中

で
、
政
策
を
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
思
い
に
沿
う
形
で
政
策
を
決

め
、
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
対
話

と
決
断
の
両
者
が
必
要
で
は
な
い
か
。

未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
の
基
本

目
標
を
目
指
す
こ
と
で
、
市
民

の
幸
福
、
笑
顔
が
増
え
る
政
策
を
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
市
民
の
笑
顔
、
幸

せ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
で
み
ん
な
が
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
、
そ
ん
な
ま

ち
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
連
し
て
■

地
域
Ｄ
Ｘ
と
情
報
発
信
の
推
進
へ
の
取

り
組
み
の
方
向
性
は
■
定
住
・
交
流
人

口
の
拡
大
に
つ
い
て
■
歩
い
て
周
遊
で

き
る
「
山
」・「
里
」・「
街
」
に
つ
い
て

代表質問　４～５ページ
　各会派を代表して一人が市政全般について質
問します。会派の意見を次年度の予算に反映さ
せやすいよう、飯田市議会では、12月（第４回
定例会）に代表質問を行っています。

一般質問　６～７ページ
　市政全般にわたり、市長をは
じめとする執行機関側に、事業
の執行状況、将来的な方針など
を質し、説明を求めるものです。第４回定例会
では、10人の議員が質問しました。

木
　
下
　
德
　
康
　
議
員

代
表
質
問
　
　
新
政
い
い
だ

リニア・三遠南信時代に向けたまちづくり、
災害に強いまちづくりについて

リ
ニ
ア
駅
周
辺
エ
リ
ア
は
民
間
投
資
の

促
進
を
図
っ
て
い
く
観
点
で
、
建
築

物
の
高
さ
制
限
を
ど
う
検
討
し
て
い
く
か
。

地
区
計
画
の
高
さ
制
限
な
ど
の
基
準

に
つ
い
て
は
、設
定
し
た
当
時
か
ら
時

間
の
経
過
と
と
も
に
リ
ニ
ア
駅
設
置
や
駅
周

辺
整
備
の
情
勢
が
変
化
し
て
お
り
、見
直
す

必
要
性
が
あ
る
。今
後
の
変
化
や
地
元
と
の

調
整
を
踏
ま
え
、検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
等
の
生
活
環
境
整
備
に
向

け
、Ｔ
Ｋ
Ｂ（
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン
・

ベ
ッ
ド
）の
確
保
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

快
適
な
避
難
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
以
前
か
ら
推
進
し
て
い
る
。

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
施
設
の
屋
外
ト

イ
レ
を
令
和
７
年
度
ま
で
に
改
修
す
る

よ
う
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
温

か
い
食
事
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
県

が
主
導
し
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
者
と
検

討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
市
も

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
対
応
し
て
い
く
。
ベ
ッ

ド
に
つ
い
て
は
、
公
的
備
蓄
と
し
て
簡

易
ベ
ッ
ド
及
び
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
合

わ
せ
て
６
０
０
台
以
上
保
有
し
て
い
る
。

■
市
長
の
市
政
運
営
と
予
算
編
成
に
つ

い
て
■
産
業
振
興
と
移
住
促
進
に
つ
い

て
■
福
祉
分
野
に
お
け
る
人
材
の
確
保

に
つ
い
て
■
地
域
自
治
の
あ
り
方
に
つ

い
て
■
小
中
学
校
の
運
営
に
つ
い
て

岡
　
田
　
倫
　
英
　
議
員

代
表
質
問
　
　
会
派
き
ぼ
う



いいだ市議会だより231号令和 5.1.16⑤

コロナ禍を越え活力ある年に！
デジタル実装社会DXに向けた市政運営を問う

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に

見
る
、明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を

立
て
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

リ
ニ
ア
開
業
に
加
え
て
、デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
は
地
方
へ
人
の
流
れ
を
作

り
、新
産
業
の
創
出
や
二
地
域
居
住
、サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
な
ど
新
し
い
暮
ら

し
方
や
働
き
方
の
実
現
に
つ
な
が
る
。来
年

度
の
戦
略
計
画
の
策
定
で
は
、
地
域
課
題

解
決
の
有
効
な
手
段
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
や
、将
来
を
見
据
え
た
デ
ジ
タ
ル

技
術
活
用
の
基
盤
整
備
と
いっ
た
視
点
で
、

各
事
業
の
組
み
立
て
を
行
って
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
活
力
を
。天
龍

峡
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
松
尾
総
合
運

動
場
の
照
明
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
の

取
り
組
み
は
。

天
龍
峡
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
夜
間
照
明

は
、
飯
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
競
技

団
体
、
川
路
地
区
や
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん

と
協
議
を
進
め
、
最
優
先
で
整
備
し
て
い

く
。松
尾
総
合
運
動
場
は
、ス
ポ
ー
ツ
協
会

や
競
技
団
体
の
皆
さ
ん
と
の
現
地
確
認
で

実
態
を
調
査
し
、整
備
に
向
け
た
検
討
を

始
め
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
は
、
近
隣

町
村
と
の
兼
ね
合
い
を
考
え
、
利
用
の
用

途
や
芝
の
選
定
な
ど
、
年
度
内
に
方
向
性

が
決
ま
る
よ
う
進
め
る
。

■
学
校
教
育
課
題
に
関
し
て

原　
　
　

和　

世　
議
員

代
表
質
問
　
　
会
派
み
ら
い

日本一住みたいまちを目指し多重危機の中、市長の思いは
対話と現場主義について任期折り返しにあたり総括は

多
重
危
機
の
中
、施
策
を
打
ち
、課

題
解
決
を
進
め
る
今
、ム
ト
ス
の
精

神
を
若
者
世
代
に
継
承
す
る
時
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

ム
ト
ス
の
精
神
、
結
い
の
力
は
こ
の
地

域
の
大
き
な
要
素
、
大
き
な
力
で
あ

る
が
、漫
然
と
し
て
い
て
は
、自
然
と
次
へ
受

け
継
が
れ
る
も
の
で
は
な
い
。上
の
世
代
の

姿
を
見
て
下
の
世
代
が
受
け
継
ぐ
も
の
で

あ
り
、今
は
そ
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。次
の
世
代
に
つ
な
が
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
活
躍
す
る

ム
ト
ス
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

２
年
間
の
対
話
で
気
づ
き
や
市

の
強
み
な
ど
を
再
確
認
で
き
た

部
分
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
今
後
の
施
策

へ
の
落
と
し
込
み
は
。

現
場
に
行
き
、
市
民
と
対
話
す
る

こ
と
で
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
。逆
に
対
話
が
な
く
、
市
民

と
乖
離（
か
い
り
）し
て
し
ま
う
こ
と
は
市

政
運
営
を
危
う
く
す
る
。今
後
の
折
り
返

し
の
任
期
に
お
い
て
も
、市
民
の
皆
さ
ん
の

思
い
や
現
場
の
様
子
か
ら
、
乖
離
し
た
市

政
運
営
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
く
。

■
子
ど
も
を
中
心
に
据
え
た
、
子
育
て
と

教
育
に
つ
い
て
■
多
様
性
を
認
め
、
持
続

可
能
な
地
域
を
創
る
に
は
■
す
べ
て
の
人

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域
に
つ
い
て

小　

林　

真　

一　
議
員

代
表
質
問
　
　
公
明
党

　

飯
田
市
議
会
で
は
、
議
会
代
表
質
問
を
年
に

１
度
行
い
ま
す
。
代
表
質
問
に
は
ど
の
よ
う
な

ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
、
解
説
し
ま
す
。

代
表
質
問
と
は
？

•
各
会
派
を
代
表
し
て
市
の
施
策
課
題
等
に
つ

い
て
の
質
問
を
行
う
こ
と
で
す
。

代
表
質
問
は
い
つ
行
う
の
？

•
毎
年
、
第
４
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
に
行

い
ま
す
。

代
表
質
問
の
順
番
は
？　

誰
が
行
う
の
？

•
所
属
議
員
の
多
い
会
派
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。

•
所
属
議
員
が
同
数
の
会
派
が
あ
る
場
合
は
、

順
序
を
交
代
し
て
行
い
ま
す
。

•
質
問
者
は
１
会
派
１
人
で
、
会
派
の
中
で
誰

が
行
う
か
を
決
め
ま
す
。

質
問
の
時
間
は
？

•
各
会
派
へ
の
割
当
て
時
間
は
、
１
会
派
当
た

り
２
時
間
以
内
と
し
て
い
ま
す
。

質
問
の
方
法
は
？

•
１
回
目
の
質
問
は
、
議
員
が
通
告
し
た
質
問

主
題
の
要
旨
す
べ
て
を
一
括
し
て
質
問
し
、

そ
の
後
、
市
長
な
ど
が
一
括
し
て
答
弁
す
る

「
一
括
質
問
・
一
括
答
弁
方
式
」で
行
い
ま
す
。

•
２
回
目
か
ら
は
、
１
つ
の
質
問
事
項
ご
と
に

質
問
と
答
弁
を
行
う
「
一
問
一
答
方
式
」
で
行
い

ま
す
。

議
会
の
し
く
み
﹇
代
表
質
問
﹈
編
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高
齢
者
福
祉
計
画
の
中
に
介

護
予
防
へ
の
意
識
を
醸
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
記
載
が
あ

る
が
啓
発
は
進
ん
で
い
る
か
。

保
健
課
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
継
続
的
に
地
域
に

出
向
き
、意
識
啓
発
を
進
め
て
い
る
。

長
寿
支
援
課
が
毎
月
開
催
し
て
い

る
「
介
護
保
険
・
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

で
は
、
65
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象

に
、
介
護
予
防
の
解
説
を
行
っ
て
い

る
。「
通
い
の
場
」
の
参
加
促
進
や

住
民
主
体
で
運
営
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
へ
の
介
護
予
防
の
意
識
啓

発
が
重
要
で
あ
り
、
今
年
度
は
モ
デ

ル
地
区
で
学
習
会
を
実
施
し
た
。

市　瀬　芳　明　議員（日本共産党）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０

２
８
の
中
期
計
画
の
最
終
年

に
向
け
て
５
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い

る
。①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
加
速
的
推

進
②
脱
炭
素
な
生
活
様
式
へ
の
転

換
③
地
域
産
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
創
出
④
地
域
産
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
⑤
森
林
整
備

に
よ
る
吸
収
源
の
確
保

　

今
後
の
中
長
期
的
な
視
点
と
し

て
は
、
変
化
し
て
い
く
社
会
動
向

を
見
極
め
、
最
も
効
果
の
高
い
政

策
を
選
ん
で
展
開
を
行
う
。

小　平　　　彰　議員（新政いいだ）

成
年
後
見
制
度
を
必
要
と
す

る
人
の
増
加
を
踏
ま
え
、
市

民
後
見
人
の
育
成
な
ど
で
普
及
促

進
を
加
速
さ
せ
て
は
。

成
年
後
見
制
度
は
権
利
擁
護

の
ひ
と
つ
と
し
て
重
い
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
特
に
高
齢
者
に
は

制
度
の
重
要
性
を
よ
り
分
か
り
易

く
伝
え
、
身
近
な
も
の
と
な
る
よ

う
理
解
い
た
だ
く
工
夫
を
し
て
い

き
た
い
。
制
度
の
普
及
に
伴
い
、
今

後
支
援
者
の
担
い
手
が
不
足
す
る

こ
と
は
大
き
な
課
題
と
捉
え
る
。

国
の
計
画
に
よ
る
県
の
市
民
後
見

人
育
成
方
針
に
協
力
す
る
中
で
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
た
い
。

宮　脇　邦　彦　議員（公　明　党）

成年後見制度の
利用促進について

福　澤　克　憲　議員（会派きぼう）

遠山郷の振興について

「
か
ぐ
ら
の
湯
」
の
再
開
に

向
け
た
現
状
と
今
後
の
方
向

性
は
。新

た
な
経
営
体
に
よ
る
経
営

計
画
が
、
10
年
先
20
年
先
の

経
営
を
任
せ
ら
れ
る
と
の
判
断
に

至
れ
ば
、
市
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
再
開
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。
温
泉
を
復
活
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
青
崩
峠

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
時
期
を
見

据
え
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

再
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、
地
元
地

区
と
協
議
・
協
力
し
て
進
め
た
い
。

■
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

西森　六三　議員（会派きぼう）

コロナ禍や新規事業等に
対応する職場環境について

小
中
学
校
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
は
、
暖
房
機
能
が
低
く
、

暖
か
く
な
い
と
聞
い
た
が
対
策
は
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
教
室
を
定
期
的
に
換
気
す
る

必
要
が
あ
り
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
で
は
教
室
内
の
温
度
が
な
か
な

か
上
昇
し
な
い
と
の
学
校
の
声
を

聞
く
。
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
能

力
的
な
問
題
で
教
室
内
の
温
度
が

上
が
ら
ず
、
子
ど
も
達
の
生
活
や

学
習
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
は
、

補
助
暖
房
と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
認
め
る
方
向
で
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

筒　井　誠　逸　議員（新政いいだ）

市内小中学校の
ペレットストーブ使用について

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

の
人
員
確
保
や
職
場
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
、
業
務
の
効
率
化
を
図

る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

人
員
確
保
は
、
段
階
的
に
職

員
数
を
増
や
し
体
制
を
整
え

る
。
令
和
６
年
４
月
に
は
８
０
０
人

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
庁
内
の
執

務
環
境
に
つ
い
て
は
、
狭
隘
（
き
ょ

う
あ
い
）
で
あ
る
健
康
福
祉
部
を

含
め
、
庁
内
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

調
査
検
討
す
る
。
業
務
の
効
率
化

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
順
次
進
め
て
い

く
が
、
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
は
議

員
提
案
も
含
め
、
実
行
可
能
な
も

の
を
精
査
し
て
対
応
し
て
い
く
。

脱炭素と森林整備について介護予防への意識について
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最
低
制
限
価
格
の
設
定
価
格

を
見
直
す
考
え
は
。
ま
た
、
行

政
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
に
電
子

入
札
の
導
入
は
ど
う
か
。

最
低
制
限
価
格
の
設
定
基
準

は
、部
分
的
な
改
定
を
繰
り
返

し
て
き
た
も
の
の
、現
在
も
国
や
県
の

基
準
よ
り
低
い
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
落
札
状
況
や
県
内
他
市

の
状
況
を
調
査
を
し
て
お
り
、見
直

し
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

電
子
入
札
に
つ
い
て
は
、導
入
に
向

け
て
検
討
中
で
あ
り
、し
か
る
べ
き

時
期
に
導
入
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
。

■
主
要
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

不
動
産
登
記
法
の
改
正
で
相

続
登
記
の
申
請
が
罰
則
付
き

で
義
務
化
さ
れ
る
。
周
知
広
報
が

重
要
だ
が
、
市
の
対
応
は
。

こ
れ
ま
で
固
定
資
産
の
所
有

者
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

際
に
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ

り
「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」
の

提
出
を
依
頼
し
て
い
る
。
令
和
６
年

４
月
か
ら
の
相
続
登
記
の
申
請
義

務
化
に
係
る
周
知
の
重
要
性
を
認

識
し
て
お
り
、
11
月
分
か
ら
、
法
改

正
に
関
す
る
内
容
の
案
内
を
「
相

続
人
代
表
者
指
定
届
」
に
同
封
し
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。

■
健
康
施
策
に
つ
い
て

熊　谷　泰　人　議員（新政いいだ） 永　井　一　英　議員（公　明　党）

市
で
行
う
肥
料
価
格
高
騰
緊

急
支
援
事
業
と
、
国
・
県
で

行
う
事
業
と
の
違
い
は
。
農
家
へ

の
周
知
の
必
要
性
は
。

市
が
行
う
支
援
事
業
は
、
７

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
品
し
た
肥
料
が
対
象
で
、
申

請
書
の
受
付
は
２
月
28
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
事
業
は
６
月
か

ら
来
年
５
月
ま
で
に
購
入
し
た
肥

料
が
対
象
で
、
県
の
事
業
は
国
の

支
援
に
更
に
１
割
か
ら
３
割
を
加

算
し
て
交
付
す
る
。
詳
細
が
わ
か

り
次
第
適
切
な
周
知
を
行
い
た
い
。

支
援
事
業
は
、
市
と
国
・
県
の
両
方

に
申
請
が
で
き
る
。

下　平　恒　男　議員（新政いいだ）

農家への緊急支援事業の
検証と今後について

関　島　百　合　議員（会派みらい）

長野県飯田創造館の
廃止に伴う市の考え方は

県
と
市
で
「
飯
田
創
造
館
を

飯
田
市
が
受
け
取
る
、
受
け

取
ら
な
い
」
と
い
っ
た
や
り
取
り

が
あ
っ
た
の
は
明
白
で
は
な
い
か
。

県
政
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
知
事
か
ら
話
が
あ
っ
た

が
、「
飯
田
創
造
館
は
所
在
す
る
地

域
に
移
管
し
た
い
、
活
動
が
継
続
で

き
る
環
境
を
市
に
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
の
が
、
県
の
一
貫
し
た

考
え
方
だ
っ
た
。
こ
の
協
議
は
、
平

成
20
年
代
か
ら
何
回
も
行
っ
て
き

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
飯
田
市
に
は

多
数
の
文
化
施
設
が
あ
る
た
め
、
移

管
に
対
す
る
県
の
希
望
に
は
添
え
な

い
と
話
を
し
て
き
た
経
緯
は
あ
る
。

所有者不明の土地への
対応について市の入札制度について

　

10
月
24
日
の
「
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
２
in
南
信
州
」
の
開
催
に
合
わ

せ
、
関
係
す
る
議
会
で
構
成
す
る
「
三
遠

南
信
地
域
市
町
村
議
会
議
長
協
議
会
」

及
び
「
道
路
建
設
促
進
議
員
協
議
会
総

会
」
を
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
規
模
縮
小
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
東
三
河
・
遠

州
・
南
信
州
の
各
地
域
か
ら
大
勢
の
方

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
三
遠
南
信
地
域
市
町
村
議
会
議
長
協

議
会
」
の
議
事
の
協
議
の
後
に
は
、
飯

田
市
の
佐
藤
市
長
か
ら
、「
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
整
備
効
果
を
地
域
振
興
に
活

か
す
飯
田
市
の
取
組
」
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
い
て
開
催
さ
れ
た
「
道
路
建

設
促
進
議
員
協
議
会
総
会
」
で
は
、
飯
田

国
道
事
務
所
の
大
口
所
長
よ
り
、「
三
遠

南
信
自
動
車
の
整
備
状
況
」
の
現
状
報

告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
県

境
を
越
え
た
一

体
的
な
発
展
と

三
遠
南
信
道
路

等
の
早
期
建
設

の
推
進
に
向

け
、
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

令和４年度 三遠南信地域市町村議会議長協議会及び道路建設促進議員協議会総会
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総務
委員会
12月８日に

委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

【
定
年
引
上
げ
の
概
要
】

職
員
の
定
年
を
65
歳
と
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
令

和
13
年
度
に
か
け
て
、
職
員
の
定
年
を
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
。（
医
師
、
歯
科

医
師
は
、
現
行
の
65
歳
定
年
の
引
き
上
げ
は
無
し
）

定
年
引
き
上
げ
の
制
度
に
関
す
る
、職
員
労
働

組
合
と
の
調
整
や
、職
員
へ
の
周
知
の
状
況
は
。

条
例
改
正
に
あ
た
っ
て
、
職
員
労
働
組
合
と
も

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
進
め
た
。

引
き
続
き
運
用
面
で
必
要
な
調
整
を
進
め
る
。
条
例

改
正
後
、60
歳
に
達
す
る
年
度
の
前
年
度
に
当
該
職

員
に
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
、
最
初
の
引
上

げ
対
象
と
な
る
職
員
へ
は
今
年
度
中
に
説
明
を
行
う
。

《
予
算
決
算
委
員
会 

総
務
分
科
会
》

議
案
第
１
０
１
号
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）案

公
園
等
の
落
ち
葉
の
堆
肥
化
を
進
め
る
と
の

こ
と
だ
が
、
唐
突
な
事
業
開
始
と
受
け
止
め

た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
は
。

稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み

削
減
効
果
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
か
ら
事

業
化
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
。
市
内
全
域
か
ら
受
け

入
れ
て
の
堆
肥
化
に
は
か
な
り
広
い
場
所
を
必
要
と

す
る
た
め
、
当
初
予
算
の
段
階
で
は
、
場
所
の
確
保

が
で
き
ず
予
算
計
上
に
至
ら
な
か
っ
た
。
今
回
、一定

の
広
さ
の
場
所
を
確
保
で
き
た
た
め
、
ま
ず
は
公
園

等
の
落
ち
葉
の
堆
肥
化
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

飯
田
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
81  　
号
）

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
飯
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
を
廃
止
し
、
同

法
の
施
行
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
条
例

を
新
た
に
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

こ
れ
ま
で
の
取
扱
い
か
ら
変
更
さ
れ
る
事
項

と
し
て
、
死
者
の
個
人
に
関
す
る
情
報
の
取

扱
い
が
あ
る
が
、
変
わ
る
点
は
ど
こ
か
。

法
で
は
、
死
者
の
情
報
は
、
個
人
情
報
で
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
情
報
公
開
請
求
が

あ
っ
た
と
き
の
対
応
の
根
拠
が
こ
れ
ま
で
の
個
人
情

報
保
護
条
例
か
ら
、
今
後
は
飯
田
市
情
報
公
開
条

例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
根
拠
は
変
更
さ

れ
る
が
、
結
果
的
に
第
三
者
か
ら
の
請
求
に
対
し
て

は
、
非
公
開
と
な
り
個
人
の
情
報
は
守
ら
れ
る
。

職
員
の
定
年
引
上
げ
に
関
連
し
た
条
例
改
正
案

に
つ
い
て
（
議
案
第
82  　
号
、
議
案
第
84  　
号
か
ら

議
案
第
86  　
号
ま
で
）

　

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
家

公
務
員
に
準
じ
て
、
職
員
の
定
年
引
上
げ
等
に
関

堆
肥
化
し
た
肥
料
の
扱
い
は
。

堆
肥
化
に
は
約
６
カ
月
を
要
す
る
。肥
料
と
なっ

た
段
階
で
市
民
に
無
料
で
提
供
す
る
予
定
。

現
段
階
で
は
量
は
あ
ま
り
多
く
な
い
見
込
み
で
あ
る

た
め
、
当
面
下
久
堅
地
区
の
方
への
提
供
を
想
定
し

て
い
る
。

請
願
審
査

令
和
４
年　

請
願
第
４
号

国
に
対
し
、
再
審
制
度
の
速
や
か
な
改
正
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い

請
願
者

飯
田
市
上
久
堅
　

日
本
国
民
救
援
会
　
飯
伊
支
部
長
　
原
　
正
治
氏

　

本
請
願
審
査
で
は
、
11
月
22
日
に
開
催
し
た
委
員

会
で
、
請
願
者
等
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
願
意

趣
旨
等
の
意
見
陳
述
を
求
め
る
決
定
を
し
ま
し
た
。

　

12
月
８
日
の
審
査
で
は
、
参
考
人
か
ら
意
見
陳

述
と
し
て
願
意
趣
旨
等
を
聴
い
た
後
、
４
人
の
委

員
か
ら
請
願
項
目
に
関
す
る
考
え
方
や
、
請
願
に

至
っ
た
経
過
等
に
関
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
継
続
審
査
」、「
採
択
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、「
継

続
審
査
」
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
請
願
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継
続
審
査

と
し
た
こ
と
か
ら
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
を
決
定

し
、
委
員
長
か
ら
議
長
へ
そ
の
旨
の
申
し
出
を
行
い

ま
し
た
。
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委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

社会文教
委員会

飯
田
市
立
診
療
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
88  　
号
）

　

今
年
５
月
末
に
診
療
を
再
開
し
た
飯
田
市
立
千

代
診
療
所
の
診
療
時
間
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
条

例
の
改
正
案
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

ひ
と
月
で
１
日
分
の
診
療
時
間
が
減
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
議
論
は
さ

れ
た
か
。

地
元
と
の
協
議
の
中
で
は
、
平
日
は
多
く
の

患
者
は
い
な
い
。
土
曜
日
は
家
族
が
送
迎
で

き
る
の
で
、
土
曜
日
は
月
に
何
日
か
開
所
し
て
ほ

し
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
反
映
し
た
。

土
曜
日
は
、
現
行
で
は
毎
週
午
前
に
診
療
が

あ
る
が
、
改
正
に
よ
る
と
第
２
、
第
４
土
曜

日
は
休
診
と
な
る
。
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
土
曜
日
の
患
者
は

多
く
な
い
が
一
部
の
方
か
ら
希
望
が
あ
る
の

で
開
所
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
、
土
曜

日
に
毎
週
か
か
る
患
者
は
あ
ま
り
い
な
い
と
考
え

て
お
り
、
薬
を
も
ら
い
に
診
療
所
に
来
ら
れ
る
と

す
れ
ば
、月
に
１
、２
回
の
頻
度
だ
と
思
っ
て
い
る
。

飯
田
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
92  　
号
）

　

飯
田
市
奨
学
金
貸
与
制
度
の
貸
与
要
件
の
拡
大

や
書
類
手
続
き
の
簡
素
化
、
返
済
の
一
部
免
除
制

度
の
対
象
拡
大
を
行
お
う
と
す
る
条
例
の
改
正
案

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

既
に
在
学
し
て
い
る
方
も
償
還
免
除
制
度
が

適
用
と
な
る
の
か
。

新
規
の
貸
付
は
令
和
５
年
度

の
申
請
者
か
ら
と
な
る
。
奨

学
金
の
免
除
に
つ
い
て
は
、
返
済

が
始
ま
っ
て
い
る
方
で
も
令
和
５

年
度
か
ら
免
除
の
対
象
と
な
る
。

本
来
申
請
す
れ
ば
認
め
て
も
ら
え
る
学
生
や

家
庭
が
申
請
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

想
定
で
き
る
。
対
象
を
広
げ
、
で
き
る
限
り
多
く
の

方
に
奨
学
金
を
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
条
例
改
正
の

趣
旨
で
あ
る
と
す
れ
ば
、ど
う
周
知
し
て
い
く
の
か
。

審
査
委
員
の
高
等
学
校
長
か
ら
は
、
夏
の
時

期
や
２
学
期
に
周
知
す
る
こ
と
が
大
事
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
周
知
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
飯
田
運
動
公
園
プ
ー
ル
）（
議
案
第
98  　
号
）

前
回
の
指
定
の
際
に
は
、
市
民
プ
ー
ル
も
あ

り
２
個
所
の
管
理
範
囲
と
な
っ
て
い
た
が
、

今
回
の
指
定
に
入
っ
て
い
な
い
理
由
は
。

12月９日に
委員会等を開催

市
民
プ
ー
ル
は
、
昭
和
35
年
の
整
備
か
ら
62

年
経
過
し
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
飯
田
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
る
。

《
予
算
決
算
委
員
会　

社
会
文
教
分
科
会
》　　

議
案
第
１
０
１
号一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）案

中
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
障
害
者
生
活

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て

事
業
費
や
事
務
費
が
増
加
す
る
要
因
は
。
年

度
当
初
に
見
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
。

今
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
は
、
重
度
の
障

害
者
の
受
け
入
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、
ど
れ
く

ら
い
事
業
費
等
が
か
か
る
の
か
見
込
め
な
か
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
末
に
コ
ロ
ナ
が
ま
ん
延
し
て
お
り
、
前

指
定
管
理
者
と
の
引
継
ぎ
が
十
分
で
き
な
い
ま
ま

年
度
末
を
迎
え
、物
品
等
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
。

鼎
小
学
校
敷
地
内
の
ポ
プ
ラ
の
木
の
伐
採
に
つ
い
て

伐
採
は
学
校
行
事
と
し
て
児
童
出
席
で
行
う

の
か
、
危
険
が
伴
う
の
で
休
日
に
行
う
の
か
。

高
さ
が
30ｍ
あ
る
の
で
、
伐
採
時
に
児
童
が
周

り
に
い
な
い
時
が
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
ポ
プ
ラ
の
木
と
お
別
れ
会
を
行
う
と

い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
学
校

と
十
分
相
談
を
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

昭和36年度
入学生の記念植樹
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産業建設
委員会

リ
ニ
ア
推
進
事
業
及
び

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

委
託
料
の
減
額
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
が
実

施
で
き
な
い
た
め
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
年
度

末
の
補
正
で
は
な
く
、今
回
の
補
正
と
し
た
理
由
は
。

委
託
料
は
、
国
の
交
付
金
も
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、県
へ
返
還
す
る
手
続
き
等
を
考
慮
し
、

今
回
の
補
正
予
算
で
計
上
し
た
。

市
道
上
郷
４
８
９
号
、
４
９
０
号
線
整
備
費
が

当
初
よ
り
1.5
倍
ほ
ど
の
増
額
補
正
と
な
っ
て

い
る
。
当
初
予
定
し
て
い
た
工
事
施
工
よ
り
順
調
に

進
ん
で
い
る
と
の
捉
え
で
よ
い
か
。

地
権
者
と
の
交
渉
や
工
事
に
つ
い
て
地
域
の

方
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
、
工
事
が
進
捗
し

て
い
る
た
め
の
増
額
で
あ
る
。

合
併
浄
化
槽
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

個
人
が
管
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃

費
用
に
対
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
清
掃
補
助

金
と
し
て
助
成
を
し
て
い
る
が
、
今
回
補
正
す
る

理
由
は
。　

令
和
４
年
度
上
半
期
の
実
績
が
前
年
度
に
対

し
７
％
増
と
な
っ
た
た
め
、
下
半
期
の
清
掃

実
施
基
数
を
推
測
し
、
増
額
し
た
。
増
額
の
要
因

は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
清
掃
補
助
金
助
成
額
を

拡
充
し
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

《
予
算
決
算
委
員
会 

産
業
建
設
分
科
会
》

議
案
第
１
０
１
号
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）案

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
飯
田
市
大
平
宿
生
活
原
体
験
施
設
）

（
議
案
第
95
号
）

体
験
教
育
旅
行
が

で
き
る
貴
重
な
施

設
で
あ
る
た
め
、
大
切

に
し
て
い
き
た
い
が
、

老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。

10
万
円
以
下
の
修
繕
は

指
定
管
理
者
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
大
規

模
な
修
繕
に
は
ど
の
く

ら
い
の
金
額
を
使
っ
て

修
繕
を
行
う
か
。

市
が
負
担
し
た
修
繕
と
し
て
は
、
１
０
０
万

円
か
ら
２
０
０
万
円
の
修
繕
を
実
施
し
た
例

が
あ
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
飯
田
市
上
村
若
者
セ
ン
タ
ー
等
）

（
議
案
第
96
号
）

施
設
の
借
地
管
理
や
借
地
料
金
の
見
直
し
は

行
っ
て
い
る
か
。

遠
山
郷
の
観
光
関
連
施
設
は
ほ
と
ん
ど
借
地

で
あ
る
。毎
年
度
の
契
約
更
新
で
は
あ
る
が
、

見
直
し
の
協
議
も
行
っ
て
き
て
い
る
。
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
に
則
り
、
施
設
の
集
約

化
・
多
機
能
化
等
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

整
理
を
し
な
が
ら
、
見
直
し
や
借
地
の
返
還
に
つ

い
て
も
、
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

飯
田
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て　
　
　
　
（
議
案
第
91
号
）

　

県
が
所
管
す
る
「
風
越
公
園
」
の
一
部
を
、
市

へ
移
管
す
る
た
め
に
条
例
の
変
更
を
行
う
も
の
。

風
越
公
園
の
一
部
が
県
か
ら
移
管
さ
れ
る
の

は
い
つ
か
。
ま
た
、
移
管
さ
れ
る
ま
で
の
流

れ
は
ど
う
な
る
か
。

市
の
公
告
日
を
令
和
５
年
４
月
１
日
に
実
施

し
、
移
管
日
も
同
日
と
な
る
。
土
地
貸
与
の

賃
貸
借
契
約
と
施
設
譲
渡
の
契
約
を
令
和
５
年
２

月
か
ら
３
月
に
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
３
月
下
旬
に
契
約
を
完
了
し
、
４
月
１
日
か

ら
市
が
管
理
を
行
う
。
な
お
、
土
地
の
譲
渡
に
つ

い
て
は
そ
の
後
の
契
約
と
な
る
。

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
産
業
用
地
整
備
事
業
龍
江
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
整
備
事
業
）

（
議
案
第
107
号
）

約
５
、２
０
０
万
円
の
増
額
だ
が
、企
業
誘
致

に
影
響
が
あ
る
か
。

産
業
用
地
の
整
備
に
係
る
費
用
は
、
完
成
後

の
売
却
費
用
に
含
ま
れ
る
。
売
却
費
用
に
上

乗
せ
に
な
る
が
、
基
本
的
に
は
企
業
誘
致
に
影
響

は
な
い
。

12月12日に
委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

「大平宿紙屋・南信州観光公社主催ツアー」
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12月14日に
委員会を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

リニア推進
特別委員会

駅
周
辺
整
備
区
域
内
の
埋
戻
し
材
の
仮
置
き
に

つ
い
て

　

松
川
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
発
生
す
る
良
質
土

１
０
、０
０
０
〜
１
２
、０
０
０
㎥
程
度
を
、
市
が

実
施
す
る
土
曽
川
横
断
道
路
の
橋
梁
（
き
ょ
う
り

ょ
う
）
整
備
工
事
等
に
使
用
す
る
埋
戻
し
材
料
と

し
て
駅
周
辺
整
備
区
域
内
の
南
側
に
一
時
仮
置
き

し
、
各
事
業
に
使
用
し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
運
搬

期
間
は
、
令
和
４
年
12
月
１
日
か
ら
翌
年
２
月
28

日
ま
で
を
予
定
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
埋
戻
し
材
の
運
搬

に
関
し
て
課
題
は
出
て
い
る
か
。

現
在
ま
で
約
２
、０
０
０
㎥
弱
の
埋
戻
し
材
の

搬
入
を
行
っ
て
い
る
が
、
住
民
等
か
ら
意
見
、

質
問
な
ど
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

市
道
上
郷
４
８
９
号・
４
９
０
号
線（
仮
称
）「
イ

オ
ン
前
道
路
」
工
事
の
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
事
業
土
木
実
施
設
計
に
対

す
る
政
策
提
言
を
実
施

　

県
道
市
場
桜
町
線
か
ら
、新
戸
川
（
し
ん
ど
が
わ
）

の
川
沿
い
と
イ
オ
ン
飯
田
店
の
駐
車
場
部
分
を
通

り
、
代
替
地
の
整
備
で
拡
幅
し
た
道
路
ま
で
を
接

続
す
る
区
間
の
新
設
の
道
路
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、

当
該
道
路
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
工
事
発
注

の
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
、
契
約
後
に
工
事
計
画

を
立
て
、
令
和
５
年
２
月
末
以
降
に
着
手
す
る
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
工
事
期
間
中
の
既
存
道
路
や
国
道
と

の
接
続
に
つ
い
て
は
、
今
後
警
察
と
協
議
を
行
っ
て

い
く
た
め
詳
細
は
未
定
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
国
道

１
５
３
号
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
が
施

工
を
行
い
、
新
戸
川
の
国
道
横
断
部
分
と
、
国
道

迂
回
路
の
工
事
を
一
組
の
工
事
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
国
道
の
幅
員
よ
り
も
迂
回
路
は
狭
く

見
え
る
が
、
交
通
量
の
見
込
は
。

県
か
ら
は
、
現
在
の
国
道
の
幅
員
を
確
保
し
て

機
能
を
維
持
し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

今
回
の
国
道
改
良
区
間
に
あ
た
る
箇
所
が
、

普
段
か
ら
日
中
の
渋
滞
が
激
し
い
箇
所
と
な

っ
て
い
る
が
、
交
通
整
理
を
行
う
な
ど
し
て
順
調

に
交
通
を
流
し
て
い
け
る
と
の
見
通
し
で
進
め
て

い
る
か
。

県
は
、
現
在
、
請
負
契
約
の
手
続
を
行
っ
て
お

り
、
詳
細
の
工
程
、
工
事
の
内
容
等
を
詰
め

た
上
で
、
調
整
を
図
っ
て
い
く
予
定
。
様
々
な
状
況

を
ふ
ま
え
て
県
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整

備
事
業
に
関
わ
る
土

木
実
施
設
計
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行

い
、
委
員
会
で
の
審

議
と
全
議
員
で
の
協

議
を
ふ
ま
え
て
、
11

月
18
日
付
け
で
市
長

に
対
し
て
政
策
提
言

を
行
い
ま
し
た
。

国道や県道の交通渋滞の抑制

も含め、住民生活への影響を

低減するために運搬期間を考

慮して進めている

リニア駅周辺整備事業 土木実施設計

に対する ６項目政策提言 

【提言１】ランドスケープについて 

（駅から降り立った際の景観の見え方など） 

【提言２】グリーンインフラについて（土曽川など） 

【提言３】リニア駅とのアクセスについて 

【提言４】庁内横断的な組織体制の構築について 

【提言５】リニア効果の最大化を目指すための市民

意識の醸成について 

【提言６】リニア駅周辺整備事業における地元との

協議について 

☜詳細は
　こちら
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議員紹介 議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）

～運　動　会～
福　澤　克　憲

　子どもの頃、私は近所のおばさん
たちに「カッチャ」と呼ばれていまし
た。

　私の育った地域は、商売人が多く、お店があるか
ら学校行事や参観日はほとんどの方が参加できな
い環境でした。そんな中、地区の運動会は中学生が
応援団という花形を任される一大イベントでした。
午前の部が終わり、お昼の時間…、お弁当を頼むの
を忘れていました（涙）。途方に暮れていると、
「カッチャこっちに来て一緒に食べな！頼まれとる
で」と声がします。いろんな家に呼ばれて食べるお
昼は最高でした。今でも「運動会」と聞くとワクワ
クするのは、商売人の連係プレイが脳裏に焼き付い
ているからだと思います。そして今も近所のおばさ
んたちは「カッチャ」と呼んでくれます。

～我が家のアイドルたち～
竹　村　圭　史

　我が家には、５歳の柴犬「空（そ
ら）」♀と推定10か月の三毛猫「風
（ふう）」♀という住人（？）がいます。

　生まれたてで何にでも興味を示す「風（ふう）」と
出会ったのは５月中旬。地元の剣道の先輩宅に育児
放棄されたらしき子猫を長男と一緒に見に行き、帰
るために車に向かって歩き始めたところ、後を追い
かけてきたものだから長男が「もうたまらん」とな
り、家族を説得して１週間後に譲り受けました。
　風は家の中で飼っているため、外へ出られない代
わりに家の中で大運動会をしたり、空に構ってもら
いたくて近寄ったりと（空は迷惑なようですが…）、
傍目から見ればお互いそれなりに楽しんでいるよう
です。
　「空」も「風」も我が家の可愛いアイドルです。

　昨年９月に上久堅地区にある北田遺跡公園内の北田
遺跡縄文時代復元家屋が完成し、お披露目会を開催し
ました。式典は、秋晴れの中、来賓をはじめとする約
60人が参加し、除幕式では、学習の一環として北田遺
跡の復元の体験をした上久堅小学校６年生の皆さん
が参加して、「北田遺跡」と字彫りされた石碑の除幕を
行いました。この北田遺跡については、今後のあり方に
ついて、地元住民と飯田市が協議を重ね、今回の改修
となりました。今後の遺跡の活用方法については、地
元の子どもたちを中心に学習の場となり、また、イベン
ト広場として多くの人が集い、見学や観光等で訪れた
方とのふれあいの場となるよう「上久堅のシンボル」と
して後世に伝える公園を目指して、まちづくり委員会や
公民館によって運用していきます。
　ぜひ、上久堅にお越しの際はお立ち寄りください。

ふく ざわ かつ のり たけ むら けい し

■第１回定例会
　開会２月22日㈬～閉会３月20日㈪
◇一般質問　(傍聴可能)
　３月９日㈭、10日㈮ 
◇委員会日程　（傍聴可能）
　予算決算委員会前期全体会　２月22日㈬
　総務委員会　　　　　　３月１日㈬、２日㈭
　社会文教委員会　　　　３月２日㈭、３日㈮
　産業建設委員会　　　　３月３日㈮、６日㈪
　リニア推進特別委員会　　　３月14日㈫
予算決算委員会後期全体会　　３月16日㈭
■議会への請願・陳情は、議会事務局へ
　２月８日㈬午後５時までにご提出ください。

議会の動き（予定）

委員長／福 澤 克 憲　  副委員長／清 水 　 勇
委　員／下 平 恒 男　  橋 爪 重 人　  関 島 百 合
　　　　筒 井 誠 逸　  小 林 真 一　  佐々木博子

広報広聴委員会

 議会傍聴に際してのお願い
　議場や委員会室に入る場合は、帽子、外とう、襟巻、
つえ、傘の類を着用し、又は携帯してはならないこと
になっています。（病気その他の理由により議長の許
可を得たときは例外となりますので係員にお申し出く
ださい。）
　ご理解とご協力をお願いいたします。

がんばっとるに上久堅
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